
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
（
二
）

『
封
神
演
義
』
『
通
俗
武
王
軍
談
』
と
の
関
連
を
中
心
に

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
天
保
三
「
一
八
三
二
」
年
か
ら
同
六
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
曲
亭
馬
琴
著

『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
の
世
界
や
構
想
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
中
国
白
話
小

説
『
女
仙
外
史
』
や
『
好
述
伝
』
、
新
井
白
石
『
読
史
余
論
』
と
の
関
連
が
中

心
で
あ
っ
旭
。
だ
が
、
拙
稿
「
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
－
『
封

神
演
義
』
『
通
俗
武
王
軍
談
』
と
の
関
連
を
中
心
に

」
（
「
日
本
文
学
」
第

三
　
　
宅
　
　
宏
　
　
幸

Ｔ
、
達
小
六
が
信
夫
を
救
う
蘇
生
譚
と
、
『
封
神
演
義
』
の
黄
天
化
か
実
父

黄
飛
虎
を
救
う
蘇
生
譚
。

Ｈ
、
楠
姑
摩
姫
が
監
視
さ
れ
る
に
至
る
過
程
と
、
姫
昌
が
麦
里
城
に
監
禁

　
　
さ
れ
る
に
至
る
過
程
。

　
本
稿
で
は
、
右
二
場
面
の
殷
周
説
話
と
の
関
連
を
確
定
し
、
『
侠
客
伝
』
と

殷
周
説
話
と
の
結
び
付
き
が
強
固
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
馬
琴
が

『
侠
客
伝
』
に
多
く
描
い
た
と
述
懐
す
る
「
真
面
目
」
に
も
言
及
す
る
。

一

達
小
六
と
黄
天
化
－
第
二
集
巻
之
四

　
本
節
で
と
り
あ
げ
る
箇
所
は
、
前
稿
で
『
封
神
演
義
』
と
の
関
連
を
指
摘
し

た
、
館
信
夫
が
自
ら
投
身
す
る
場
面
の
直
後
に
あ
た
る
。

　
第
二
集
巻
之
四
、
脇
屋
義
隆
の
家
臣
館
英
直
の
娘
信
夫
は
、
七
歳
の
と
き

に
誘
拐
さ
れ
る
が
、
稲
城
守
延
に
救
わ
れ
る
。
信
夫
が
十
八
歳
に
な
っ
た
頃
、

四
一

5
9
巻
第
２
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月
。
以
下
、
前
稿
と
す
る
。
）
に
お
い
て
、
暴
悪

な
紺
王
が
率
い
る
殷
王
朝
を
、
「
仁
徳
」
を
大
義
と
す
る
姫
昌
（
文
王
∵
姫

発
（
武
王
）
率
い
る
周
王
朝
が
討
伐
す
る
、
殷
周
革
命
に
取
材
し
た
中
国
白
話

小
説
『
封
神
演
義
』
と
通
俗
軍
談
『
通
俗
武
王
軍
談
』
（
清
地
以
立
著
、
宝
永
二

「
一
七
〇
五
」
年
刊
）
が
、
『
侠
客
伝
』
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
し
か
し
、
『
侠
客
伝
』
と
殷
周
説
話
と
の
関
連
は
さ
ら
に
存
す
る
。

　
　
　
　
　
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
つ
Ｉ
）

｜

｜



　
　
　
　
　
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
（
二
）

国
司
の
権
臣
木
造
内
匠
親
政
の
息
子
木
工
介
泰
勝
は
、
信
夫
を
側
室
に
と
所

望
す
る
も
、
守
延
は
拒
否
。
怒
っ
た
泰
勝
は
若
党
ら
に
命
じ
て
守
延
を
暗
殺
さ

せ
、
信
夫
を
別
荘
の
楼
に
軟
禁
す
る
。
小
六
と
揖
取
庶
吉
は
偶
然
若
党
と
下
僕

の
会
話
を
聞
き
、
信
夫
を
撰
っ
た
犯
人
が
泰
勝
で
あ
る
証
拠
を
掴
む
。
小
六
は

伊
勢
の
国
司
北
畠
満
泰
に
訴
え
、
信
夫
を
救
出
す
る
た
め
泰
勝
の
別
荘
に
向

か
う
。
だ
が
、
小
六
が
別
荘
に
着
い
た
と
き
、
既
に
信
夫
は
投
身
し
て
い
た
。

小
六
は
蒲
団
を
推
ひ
ら
か
し
て
、
（
信
夫
を
ー
稿
者
補
）
相
れ
ば
宴
に
呼

吸
絶
た
る
、
死
顔
な
が
ら
色
も
変
ら
ず
。
迭
に
七
才
な
り
し
秋
、
相
別

あ
　
だ

さ
い
く
わ
い

か
　
ひ

お
し
か
く

や
ま
仙さ

け

々
々
」
と
称
へ
た
る
…
…
国
司
の
使
者
は
実
の
親
の
、
守
傅
き
し
脇
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

⑥
こ
く
し
　
　
卜
し
や
　
う
み
　
お
七
　
　
　
も
掬
か
し

（
第
十
七
回
）

の
公
達
、
小
六

●
●
・
・
●
●

丸
ぞ
、
と
ま
だ
知
ね
ど
も
、
孝
義
に
厚
き
烈
女
の
誠
心
、

以
下
の
六
点
が
、
こ
の
場
面
の
展
開
・
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
①
小
六
は
息
絶
え
た
信
夫
を
見
つ
け
る
。

　
②
小
六
は
、
妹
と
の
再
会
が
「
画
餅
」
に
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
む
。

　
③
側
に
い
た
人
に
、
水
を
持
っ
て
く
る
よ
う
命
じ
る
。

　
①
仙
女
に
貰
っ
た
仙
丹
を
、
水
と
一
緒
に
信
夫
に
飲
ま
せ
る
。

　
⑤
信
夫
は
一
声
叫
ん
で
、
目
を
覚
ま
す
。

　
⑥
幼
い
頃
生
き
別
れ
た
義
兄
妹
が
、
再
会
す
る
。

　
信
夫
が
仙
丹
で
蘇
る
展
開
に
つ
い
て
、
崔
香
蘭
「
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
に

お
け
る
『
女
仙
外
史
』
『
水
滸
伝
』
な
ど
の
趣
向
」
（
『
馬
琴
読
本
と
中
国
古
代

小
説
』
、
渓
水
社
、
二
〇
〇
五
年
▽
月
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
小
六
が
自
害
を
図
り
、
半
死
半
生
の
信
夫
を
仙
丹
で
蘇
生
さ
せ
る
趣
向
は
、

　
　
『
女
仙
外
史
』
第
十
回
…
…
で
の
育
児
が
仙
丹
三
粒
を
老
子
よ
り
受
け
取

　
　
り
、
そ
の
中
の
一
粒
は
自
分
か
服
し
、
あ
と
の
二
粒
は
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の

　
　
女
子
を
病
気
の
危
篤
よ
り
救
命
す
る
と
い
う
趣
向
よ
り
想
を
得
て
い
る

そ
こ
で
『
女
仙
外
史
』
の
通
俗
本
『
通
俗
大
明
女
仙
伝
づ
を
確
認
す
る
と
、

仙
丹
の
二
粒
目
が
巻
四
「
月
君
青
州
遇
二
寒
篭
・
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
。

百
日
が
内
書
夜
啼
テ
止
ズ
。
四
歳
二
至
迪
言
ザ
リ
シ
故
。
唖
ニ
ヤ
有

み
、
画
餅
に
な
り
た
る
再
会
の
、
甲
斐
も
な
げ

き
を
推
隠
す
、
…
…

「
信
夫
は
這
里
よ
り
落
し
折
、
窮
所
を
撲
し
て
死
た
り
・
と
も
、
那
身
に
受

た
る
傷
は
見
え
ず
。

悄
良
薬
を
用
ひ
な
ば
、
息
吹
返
す
事
も
あ
る
べ
し
。

俺
幸
ひ
に
腰
に
附
た
る
、
薬
液
に
奇
薬
あ
り
。
清
浄
水
に
火
を
鐙
掛
て
、

快
も
て
来
よ
」
、
と
吟
附
れ
ば
、
若
党
万
万
こ
ろ
を
得
て
、
一
個
の

し
も
べ
も
ろ
と
も
　
　
　
　
い
そ
が
は
　
　
　
　
を
り
た
ち
　
　
　
　
と
き
　
　
う
つ
　
　
　
　
く
だ
ん
　
　
み
づ
　
　
　
　
ち
や
わ
ん

奴
隷
共
侶
に
、
邁
し
く
下
立
て
、
時
を
移
さ
ず
件
の
水
を
、
茶
碗
に

汲
と
り
・
、
折
敷
に
載
て
、
恭
し
く
も
て
来
に
け
り
。
小
六
は
こ
れ
を
傍

に
措
し
て
、
信
夫
が
胸
を
揖
試
る
に
、
聊
　
温
な
り
け
れ
ば
、
纏
て

ひ
と
つ
ぶ
　
　
せ
ん
た
ん
　
　
　
　
と
り
い
だ
　
　
　
　
み
づ
　
　
と
も
　
　
　
　
し
の
ぶ
　
　
　
く
ち
　
　
そ
ヽ
　
　
い

　
一
粒
の
仙
丹
を
、
拿
出
し
て
水
と
共
に
、
信
夫
が
口
に
沃
ぎ
入
れ
、

ひ
じ
り
め
　
　
き
ね
ん

嬢

を
黙
祷
し
て
、
姑
且
胸
を
揖
る
程
に
、

ま
な
こ

し
の
ー信

た
ち
ま
ち
　
　
あ
な
や

て

は
忽
地
「
吐
嵯
」
と

を
開
き
身
を
起
す
、
蘇
生
に
大
家
う
ち
驚
き
て
「
奇
也

①

み

専

一

’と

･い

れ

し

よ

り

年と

瞰

て

も

訟

に

残回

る

幼゛

言

ﾀﾞ枇

白

球

欺ｶヽ

と

ば

か

り

思

ふ

の

－
一く

し

し

し

や

う
み

お

や

も

り

か
し

づ

弘

'ゝ

珂

＃

x7･

に．

ン

9

t2二

Ｓ

坏

2ぞ

り

｀ゝ

Ｐ

む

ら

ン

ヂ

咎

む

侑

急

Ｌ

き

ん

だ

ち

ヽ-
-

ろ

く

ま

る

し

ら



ケ
ン
ト
愁
シ
ニ
。
…
…
鮑
姑
。
玄
霜
二
粒
ヲ
月
君
二
逓
。
雲
英
妹
申
ク
。

ゲ
ン
サ
ウ
　
　
フ
ク

玄
霜
ヲ
服
ス
ル
（
。

似二

上
池
ノ
水
ヲ
用
ユ
。
次
（
武
彝
ノ
茶
ヲ
佳
ナ
リ
ト
ス
。

　
仙
丹
の
効
用
が
〈
治
療
〉
と
〈
蘇
生
〉
と
で
異
な
る
こ
と
、
場
面
描
写
が
共

通
し
な
い
こ
と
を
見
る
と
、
『
女
仙
外
史
』
だ
け
を
典
拠
と
し
て
よ
い
か
。

『
封
神
演
義
づ
第
三
十
二
回
「
黄
天
化
滝
開
會
父
」
を
見
る
。
買
氏
と
黄
妃

の
死
に
よ
り
、
黄
飛
虎
は
一
族
を
連
れ
て
殷
を
去
り
、
姫
昌
の
治
め
る
周
に
向

か
う
。
し
か
し
、
追
手
が
か
か
り
、
殷
の
将
軍
陳
桐
の
攻
撃
で
飛
虎
は
命
を
落

と
し
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
飛
虎
の
息
子
、
黄
天
化
か
現
れ
る
。

①
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
黄
天
化
看
見
。

鮎
亡
暗

曰
父
親
称
名
在
何
方
。
利
在
何

位
。
言
叩
営
朝
。
協
甚
来
由
。
這
等

。
：
卜
・
天
化
命
澗
下

。
身
居
王

取
水
末
不

月
君
曰
。
武
彝
茶
幸
コ
こ
Ｉ
ア
リ
ト
。
即
玄
霜
一
粒
ヲ
茶
二
調
和
。

　
　
　
巧
姑
ヲ
呼
デ
乗
二
向
。
八
拝
セ
シ
メ
テ
之
ヲ
咽
セ
。
　
　
　
（
巻
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ツ
ク
ン
ヘ
ン
ジ
テ
カ
タ
チ
ヲ
ク
ダ
ス
バ
コ
ウ
ヲ

三
粒
目
は
、
巻
四
「
月
君
愛
ぃ
容
　
降
二
馬
額
」
」
で
使
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
　
　
ノ
ツ
　
　
　
　
シ
ヅ
カ
　
　
ク
ウ
チ
ウ
　
　
　
　
ヒ
ン
ガ
ン
　
　
イ
エ
　
　
ク
ダ
リ
　
　
ウ
チ

　
　
　
月
君
（
鸞
二
乗
テ
。
静
二
空
中
ヨ
リ
賓
雁
が
家
二
降
。
内
二
入
ッ
テ

ム
ス
メ
　
　
？
‰
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ト
く
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
グ
ル
イ
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
グ
ル
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
フ

女
兄
ヲ
見
玉
フ
ニ
。
昏
々
ト
シ
テ
顛
　
二
似
テ
顛
　
ニ
ア
ラ
ズ
。
酔
二

ア
酔
ニ
ア
ラ
ズ
。
月
君
曰
。
汝
が
女
児
骨
髄
巳
二
枯
タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
。

我
玄
霜
仙
丹
一
粒
ア
レ
バ
。
之
ヲ
用
テ
命
ヲ
救
ベ
シ
。
　
　
（
巻
四
）

聾
唖
の
女
性
と
骨
髄
が
枯
れ
た
女
性
を
、
月
君
が
仙
丹
で
救
う
様
を
描
く
。

　
さ
て
、
確
か
に
、
一
粒
を
自
分
か
服
し
、
残
り
二
粒
で
他
人
を
助
け
る
粗
筋

は
『
女
仙
外
史
』
と
共
通
し
よ
う
。
だ
が
、
二
つ
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
両

者
の
仙
丹
を
飲
ま
せ
る
際
の
描
写
が
一
致
し
な
い
。
例
え
ば
、
『
女
仙
外
史
』

で
は
月
君
の
そ
ば
に
鮑
姑
が
い
る
が
、
『
侠
客
伝
』
の
小
六
は
∵
人
で
あ
る
。

ま
た
、
『
侠
客
伝
』
で
は
「
水
」
を
用
い
る
が
、
『
女
仙
外
史
』
で
は
「
武
彝

茶
」
で
仙
丹
を
と
く
な
ど
差
異
が
存
在
す
る
。
二
つ
め
が
、
仙
丹
を
死
ん
だ
人

物
に
用
い
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
崔
論
文
は
信
夫
を
「
半
死
半
生
」
と
す
る

が
、
『
侠
客
伝
』
原
文
に
は
、
「
呼
吸
絶
た
る
、
死
顔
な
が
ら
色
も
変
ら
ず
」
、

「
窮
所
を
撲
し
て
死
た
り
」
と
あ
り
、
信
夫
は
死
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
女

仙
外
史
』
の
女
性
は
、
「
唖
」
あ
る
い
は
「
骨
髄
巳
二
枯
」
だ
状
態
で
あ
る
。

馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
（
二
）

一
時
水
到
。

天
化
花
飯
中
。
取
出
仙
薬
。
用
水
研
開
。
把
剣
指
開
上
下
牙

間
。
濯
入
口
内
。
…
…
有
一
個
時
辰
。
只
見
黄
飛
虎
大
呼
一
瞥
。
疼
殺
吾

也
。
隙
開
雙
目
。
…
…
飛
虎
…
…
拝
謝
曰
。
飛
虎
何
幸
。
今
得
道
長
。
憐

側
垂
救
同
生
。
黄
天
化
垂
涙
。
脆
在
地
上
曰
。
父
親
吾
非
別
人
。
是
作
二

歳
在
後
花
園
。
不
見
的
黄
天
化
。

飛
虎
輿
衆
人
聴
罷
驚
百
曰
。
原
泉
是
天

　
　
化
接
見
。
前
束
救
我
不
覧
又
是
十
有
三
年
。
　
　
　
　
（
第
三
十
二
回
）

以
下
の
六
点
が
、
こ
の
場
面
の
特
徴
で
あ
る
。

　
①
黄
天
化
は
死
ん
だ
父
を
見
つ
け
る
。

　
②
天
化
は
、
実
の
父
親
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
く
。

　
③
天
化
は
水
を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
頼
む
。

　
④
水
で
「
仙
薬
」
を
溶
き
、
飛
虎
の
口
に
注
ぎ
入
れ
る
。

　
⑤
少
し
す
る
と
飛
虎
は
、
一
声
叫
ん
で
息
を
吹
き
返
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三

⑥

④

ム

ス

メ

コ

ツ

ス

イ

ス

∽ψ

カ

レ

ブ

イ

サ

サ

イ

ノベ

イ

ス

ナ

ノベ

チ

リ

ウ

チ

ヤ

ヨ

ク

ト

キ



　
　
　
　
　
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
つ
Ｉ
）

　
⑥
「
十
有
三
年
」
ぶ
り
に
、
父
子
が
再
会
す
る
。

仙
丹
を
飲
ん
で
蘇
る
人
物
の
性
別
は
異
な
る
が
、
〈
縁
者
の
死
〉
↓
〈
水
の
要
求
〉

↓
〈
仙
丹
を
飲
ま
せ
る
〉
↓
〈
一
声
叫
ん
で
蘇
生
〉
↓
〈
縁
者
の
再
会
〉
と
い
っ
た

展
開
が
、
『
侠
客
伝
』
と
『
封
神
演
義
』
と
で
一
致
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
両
者
の
人
間
関
係
の
構
図
も
類
似
す
る
。
飛
虎
と
天
化
は
実
の
親

子
だ
が
、
飛
虎
は
天
化
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
「
莫
非
宣
（
中
相
會
如
何
有

此
仙
意
」
（
な
ぜ
こ
こ
に
仙
童
が
い
る
の
だ
）
と
尋
ね
、
天
化
は
「
是
修
二
歳

在
後
花
園
。
不
見
的
黄
天
化
」
つ
二
歳
の
と
き
に
姿
を
消
し
た
天
化
で
す
）
と

告
げ
る
。
し
か
し
元
々
、
天
化
も
幼
少
期
に
仙
山
に
入
っ
た
た
め
、
父
親
が
誰

か
を
知
ら
な
か
っ
た
。
師
の
道
徳
真
君
に
、
「
弟
子
父
親
是
誰
」
（
私
の
父
親
と

は
誰
で
す
か
）
（
第
三
十
一
回
）
と
尋
ね
る
場
面
が
あ
る
。

　
こ
の
様
相
が
、
『
侠
客
伝
』
と
対
応
す
る
。
『
侠
客
伝
』
原
文
に
、
「
国
司
の

使
者
は
実
の
親
の
、
守
傅
き
し
脇
屋
の
公
達
、
小
六
丸
ぞ
、
と
ま
だ
知
ね
ど

も
」
と
あ
り
、
信
夫
は
国
司
の
使
者
が
小
六
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
だ

が
、
小
六
は
信
夫
が
義
理
の
妹
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
事
前
に

小
六
が
、
稲
城
守
延
の
妻
で
信
夫
の
養
母
で
あ
る
老
樹
か
ら
、
信
夫
の
生
い
立

ち
を
聞
い
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
（
第
十
六
回
）
。

　
仙
丹
で
死
人
を
救
う
場
面
描
写
の
一
致
、
人
間
関
係
の
構
図
の
類
似
か
ら
、

『
侠
客
伝
』
と
『
封
神
演
義
』
と
の
関
連
を
認
め
う
る
。

　
そ
し
て
『
侠
客
伝
』
と
『
封
神
演
義
』
と
の
関
連
を
確
定
し
た
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

『
封
神
演
義
』
第
三
十
二
回
の
詩
、
「
派
開
父
子
相
逢
日
。
霊
是
岐
周
美
棟
梁
」

（
派
開
に
て
父
子
が
逢
う
日
、
周
は
優
秀
な
棟
梁
を
得
る
）
に
表
現
さ
れ
る
、

飛
虎
が
周
の
戦
力
に
な
る
と
い
う
『
封
神
演
義
』
の
構
成
も
『
侠
客
伝
』
の
続

編
構
想
と
関
わ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
信
夫
は
小
六
に
助
け
ら
れ
た
後
、
小
六
の

勧
め
に
従
っ
て
、
老
樹
・
庶
吉
と
と
も
に
著
演
の
元
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
き
　
　
し
の
ぶ
　
　
ち
か
き
ち
ら
　
　
な
ら
び
　
　
あ
　
ご
せ
う
そ
う
　
　
こ
と

六
と
別
れ
る
場
面
に
は
、
「
老
樹
・
信
夫
・
庶
吉
椚
、
井
に
英
虞
将
曹
の
事
、

こ
の
下
に
話
説
な
し
」
（
第
二
十
回
）
と
、
今
後
登
場
し
な
い
か
の
ご
と
く
記

さ
れ
る
。
だ
が
第
三
集
に
入
る
と
、
垣
衣
と
い
う
女
性
が
登
場
し
、
姑
摩
姫
に

仕
え
、
針
を
投
げ
て
敵
の
目
を
潰
す
術
を
学
ぶ
。
蒜
園
執
筆
の
第
五
集
で
、
垣

衣
が
実
は
信
夫
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
が
、
蒜
園
が
垣
衣
＝
信
夫
と
し
た

理
由
は
、
「
垣
衣
の
信
夫
な
る
事
は
、
そ
の
名
の
垣
衣
、
即
て
し
の
ぶ
草
な
る

に
て
、
看
官
も
大
略
は
猪
せ
し
な
る
べ
し
」
（
第
五
集
巻
之
五
附
言
）
の
文
言

に
集
約
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
小
津
桂
窓
が
『
八
犬
伝
九
輯
再
評
・
侠
客
伝
四

輯
評
づ
に
、
信
夫
か
ら
垣
衣
へ
の
変
名
は
『
和
名
抄
』
を
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
と

し
た
た
め
と
評
し
た
と
こ
ろ
、
馬
琴
は
「
垣
衣
の
事
御
推
察
に
少
し
も
ち
が
ひ

な
し
。
尤
感
心
仕
候
」
と
認
め
る
。
よ
っ
て
、
垣
衣
に
は
信
夫
で
い
た
頃
の

「
烈
女
」
の
性
格
が
賦
与
さ
れ
、
飛
針
の
術
で
敵
と
戦
う
人
物
と
し
て
設
定
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
に
戦
力
と
な
る
人
物
を
仙
丹
で
救
う
『
封

神
演
義
』
の
構
成
を
摂
取
し
、
『
侠
客
伝
』
で
も
信
夫
を
仙
丹
で
救
い
、
「
垣

衣
」
と
い
う
女
傑
を
登
場
さ
せ
る
構
想
を
描
出
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。



　
か
く
の
ご
と
く
、
馬
琴
は
、
信
夫
の
投
身
か
ら
小
六
が
信
夫
を
仙
丹
で
蘇
生

す
る
く
だ
り
を
、
『
封
神
演
義
』
第
三
十
回
と
第
三
十
二
回
の
趣
向
と
を
繋
ぎ

合
わ
せ
て
創
出
し
た
。
そ
の
趣
向
は
、
続
編
構
想
の
伏
線
に
も
な
っ
て
い
る
。

一

一

楠
姑
摩
姫
と
姫
昌

　
－
第
三
集
巻
之
二
か
ら
巻
之
四

　
姑
摩
姫
に
も
、
殷
周
説
話
の
姫
昌
を
思
わ
せ
る
形
象
が
看
取
で
き
る
。

　
姑
摩
姫
は
占
術
を
使
う
。
『
侠
客
伝
』
第
三
十
六
回
、
強
盗
が
姑
摩
姫
の
荘

院
を
襲
い
、
錦
の
御
旗
、
菊
水
の
御
旗
及
び
南
帝
の
勅
書
が
入
っ
た
箱
を
木
綿

張
荷
二
郎
に
盗
ま
れ
る
。
箱
の
紛
失
に
気
づ
い
た
垣
衣
と
邑
倉
復
市
安
次
は
慌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
な
こ
　
　
と
ぢ
　
き
ね
ん
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
で
　
　
う
ち
　
　
　
　
う
ら
な

て
る
が
、
姑
摩
姫
は
「
星
眼
を
閉
、
黙
祷
を
凝
ら
し
て
、
袖
の
内
に
て
卜
ふ

こ
と
、
速
に
し
て
」
、
箱
が
近
い
将
来
無
事
に
返
っ
て
く
る
と
述
べ
る
。

　
同
様
に
、
姫
昌
も
占
い
を
得
意
と
す
る
。
紆
王
が
姫
昌
の
占
い
を
試
す
た
め

朝
廷
の
こ
と
を
占
わ
せ
る
と
、
姫
昌
は
「
袖
の
裏
に
て
一
課
し
」
だ
後
、
宗
廟

に
火
災
が
起
こ
る
と
述
べ
る
（
『
通
俗
武
王
軍
談
づ
巻
之
口
。
姑
摩
姫
と
姫
昌

が
と
も
に
占
い
を
得
意
と
し
、
「
袖
」
の
中
で
占
う
様
子
が
共
通
す
る
。

　
ま
た
、
『
侠
客
伝
』
第
三
十
二
回
、
姑
摩
姫
の
荘
院
を
強
盗
が
襲
い
、
荘
院

が
半
壊
す
る
が
、
周
辺
住
民
が
館
を
修
理
し
て
く
れ
る
。
そ
の
と
き
姑
摩
姫
は
、

　
む
ら
び
と
ら
　
　
い
ひ
　
　
は
ま
　
　
　
　
さ
け
　
　
　
　
の
む
　
　
ま
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ

「
村
人
椚
に
飯
を
啖
し
、
酒
さ
へ
喫
に
鐙
せ
」
る
。
村
人
は
姑
摩
姫
に
「
歓
び

　
の
べ
　
　
　
　
　
　
と
く
　
　
た
ゝ

を
演
」
て
「
徳
を
称
へ
」
る
（
第
三
十
三
回
）
。

馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
（
二
）

こ
の
様
相
が
、
『
通
俗
武
王
軍
談
』
巻
之
二
と
類
似
す
る
。
姫
昌
は
霊
台
が

完
成
し
た
際
、
「
楽
鹿
、
鴻
雁
等
の
魚
驚
、
鳥
獣
を
放
し
め
て
、
大
に
群
臣
を

毫
上
に
宴
」
し
、
土
木
工
事
に
従
事
し
て
く
れ
た
百
姓
に
「
金
銭
を
出
し
て
百

姓
を
賞
」
す
。
百
姓
達
は
、
皆
「
惟
喜
」
し
た
。

　
右
に
見
た
よ
う
に
、
姑
摩
姫
と
姫
昌
の
形
象
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
散

見
し
、
人
物
像
を
重
ね
た
形
跡
が
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
確
実
と
は
い
え
ま
い
。

そ
こ
で
、
姑
摩
姫
が
叔
父
の
楠
正
直
に
監
視
さ
れ
る
場
面
に
注
目
す
る
。
こ

の
場
面
が
、
姫
昌
を
麦
里
城
に
監
禁
す
る
殷
周
説
話
の
展
開
に
拠
る
。

　
『
侠
客
伝
』
第
二
十
五
回
、
姑
摩
姫
は
足
利
義
持
の
暗
殺
を
図
る
も
一
休
法

師
に
捕
ま
る
。
義
持
は
姑
摩
姫
を
処
刑
し
よ
う
と
す
る
が
、
一
休
法
師
は
中
国

の
故
事
を
あ
げ
な
が
ら
、
姑
摩
姫
を
許
し
故
郷
に
帰
す
よ
う
義
持
を
諭
す
。

大
徳
寺
の
沙
弥
一
休
は
、
姑
摩
姫
の
刑
戮
の
、
評
議
に
就
て
…
…
五
戒

　
　
う
　
ち
　
　
　
　
せ
つ
せ
う
　
　
だ
い
こ
り
ぎ

の
内
中
に
、
殺
生
を
第
一
義
と
す

。
…
…
左
も

力
く
右

く
わ
ん
じ
ん
　
　
　
ご
　
さ
　
た

も

の
御
沙

四
五

寛
仁
の
御
沙
ふ

（
第
二
十
五
回
）

あ
ら
ば
、
当
家
の
御
武
運
長
久
な
ら
ん
。

だ
が
、
佞
臣
畠
山
満
家
は
、
姑
摩
姫
を
囮
に
し
た
残
党
狩
り
・
を
献
策
す
る
。

こ
の
策
略
に
よ
り
、
姑
摩
姫
を
育
て
た
隅
屋
惟
盈
が
お
び
き
出
さ
れ
、
命
を
落

と
す
。
第
二
十
六
回
、
残
党
狩
り
を
終
え
、
義
持
は
姑
摩
姫
を
赦
免
し
て
帰
そ

う
と
す
る
。
し
か
し
ま
た
し
て
も
、
満
家
が
義
持
に
対
し
奸
計
を
進
言
す
る
。

く
わ
ん
れ
い
は
た
け
や
ま
を
は
り
の
か
み
み
つ
い
へ
　
　
　
②
こ
た
び
　
ぢ
ゆ
う
ざ
い
　
ゆ
る

管
領
畠
山
尾
張
守
満
家
は
…
…
（
コ
番
の
重
罪
、
赦
さ
れ
が
た
き
も
の

な

ら

ん

を

又ﾇy

格ヤ

別宍1

な

る

御ご

仁ﾐ

猷宍

に

て

撚;

免ｽﾞで

の

御ご

訃

訃

候

を

訟と

れ

な

｜

た
う

け

ご

ぶ

う
ん
ち
や
う
き
う



馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』

　
　
　
　
　
　
　
さ
き
　
　
な
ん
て
い

が
ら
猪
し
ま
つ
る
に
、

論
つ
Ｉ
）

ご
せ
い
や
く

饗
に
南
帝
と
御
誓
約
の
、

ま

に

く
な
ら
ぬ
よ
し

四
六
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も
あ
れ
ば
、

那
方
ざ
ま
の

ん
と
て
の
賢
慮
な
ら
ん
。

憤

り

を

も
し悄
そ
の

洩
し
て
世
を
長
閑
や
か
に
、

ぐ
け
ｈ

Ｃ

は
ゞ
、
愚

円
な
奥
ｃ
に
も

治は

ず
」
、
と
い
ふ
に
義
持
う
ち
微
笑
て
…
…
一
休
の
云
云
と
、
論
じ
察
せ
し

よ
し
も
あ
れ
ば
、

恩
免
の
沙
汰
に
及
び
に
き
。
な
れ
ど
も
窓
の
狂
病

虎
を
放
ち
て
山
へ
還
す
、

後
患
な
し
と
す
べ
か
ら
ず
。
そ

の
計
略
は
甚
鹿
な
る
事
ぞ
」
、
と
問
れ
て
満
家
…
…
密
院
を
も
て
那

少
女
の
、
隠
秘
眼
目
に
な
さ
れ
な
ば
、
万
事
便
宜
に
候
は
ん
…
…
悄
々
地

　
　
　
　
こ
　
ふ
ま

に
姑
摩

　
や
’
つ

ーの
動
－

な
り
も
り
　
　
し
め
　
　
あ
は

就
盛
と
謀
し

を
硯
ひ
、
他

口
し
て
、

異

す
み
や
か
　
　
ち
ゆ
う
し
ん

速

匹
あ
る
を
知
ら
ば
、

に
注
進
す
べ

遊
佐
河
内
守

　
　
　
　
よ
　
　
げ
ん
め
い
し
か
く

そ
の
宅
の
厳
命
悠
々
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
十
六
回
）

姑
摩
姫
が
一
休
に
捕
ま
っ
た
後
の
展
開
は
、
次
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
①
一
休
法
師
は
姑
摩
姫
を
赦
す
よ
う
義
持
に
進
言
す
る
。

　
②
満
家
は
、
姑
摩
姫
を
な
か
な
か
帰
そ
う
と
し
な
い
。

　
③
姑
摩
姫
の
赦
免
を
「
虎
を
放
ち
て
山
へ
還
す
」
よ
う
な
も
の
、
と
喩
え
る
。

　
④
姑
摩
姫
は
、
北
朝
に
従
う
叔
父
の
楠
正
直
に
監
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
姑
摩
姫
が
義
持
暗
殺
を
図
っ
て
失
敗
し
、
法
師
の
と
り
な
し
で
赦
免
さ
れ
る

流
れ
は
、
実
録
「
明
智
光
秀
養
女
盛
姫
之
伝
」
に
拠
ふ
。
徳
田
武
「
後
南
朝
悲

話
－
庭
鐘
・
馬
琴
・
逍
遥

」
（
『
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』
、
青
裳

堂
書
店
、
▽
几
八
七
年
五
月
）
は
そ
の
指
摘
を
ふ
ま
え
、
「
盛
姫
之
伝
」
の
梗

｜

I③

1ﾐ

惜

でiJ

悛

－

一
才

僕

か
の

か
た

い

き

ど
ほ

も
ら

よ

の

ど

お

さ
め



概
と
『
侠
客
伝
』
と
を
比
較
し
、
両
者
の
関
連
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
し
か
し
、
徳
田
論
文
の
「
盛
姫
之
伝
」
は
あ
く
ま
で
梗
概
で
あ
る
た
め
、
稿

者
も
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
写
本
『
龍
渓
翁
故
事
談
』
所
収
「
明
智
光
秀
養
女
盛

姫
之
伝
」
を
実
見
し
、
徳
田
論
文
を
参
考
に
し
つ
つ
『
侠
客
伝
』
と
「
盛
姫
之

伝
」
の
対
照
を
示
す
【
表
Ｉ
】
を
作
成
し
た
。
女
傑
の
権
力
者
暗
殺
失
敗
、
法

師
の
赦
免
進
言
や
大
金
を
与
え
る
こ
と
で
そ
の
金
を
狙
っ
た
盗
賊
に
命
を
奪
わ

せ
る
奸
計
な
ど
、
大
筋
は
「
盛
姫
之
伝
」
に
拠
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
侠
客
伝
』
の
姑
摩
姫
を
監
視
す
る
に
至
る
経
緯
は
「
盛
姫
之

伝
」
に
見
出
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
姑
摩
姫
を
監
視
す
る
く
だ
り
の
基
を
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
殷
周
説
話
が
そ
の
典
拠
と
な
る
。

　
『
封
神
演
義
』
第
十
一
回
「
麦
里
城
囚
西
伯
侯
」
、
紺
王
は
自
分
を
諌
言
し
た

姫
昌
を
死
刑
と
決
め
る
。
だ
が
、
姫
昌
は
徳
あ
る
人
物
と
し
て
名
高
い
。
比
干

や
黄
飛
虎
な
ど
の
殷
の
忠
臣
は
、
姫
昌
の
赦
免
を
対
王
に
請
う
。

『
通
俗
武
王
軍
談
』
巻
之
一

　
　
　
　
　
　
カ
ン
シ
ユ
セ
ラ
ル
イ
ウ
リ
ジ
ヤ
ウ
ニ

「
西
伯
侯
陥
二
囚
麦
里
城
・
」
も
以
下
に
示
す
。

群
臣
諌
て
、
姫
昌
素
よ
り
徳
政
あ
り
て
西
方
の
諸
侯
を
服
す
。
大
王
今

詔
　
し
て
朝
に
入
、
一
旦
に
こ
れ
を
殺
し
玉
は
八
西
土
の
軍
民
か
な

ら
ず
変
を
生
ぜ
ん

と
を

コ
ト

庶
幾
く
は
大
王
の
寛
恩
、
一
命
を
赦
し
給
へ
…
…

姫
昌
再
拝
し
て
朝
を
出
。
群
臣
み
な
退
く
。

ヘ
イ
ツ
ョ
キ

に
し
て
、
兵
強
を
や
。

崇
侯
虎
、
費
伴
奏
し
て
曰
、

コ
ロ

こ
ゝ
に

し
給
ふ
こ
と
、
何
ぞ
虎
を

る
を

カ
ヘ

ず
し
て
、
西
に
帰
る
こ

リ
ョ
ウ
　
　
（
ナ

し
て
山
に
帰
し
、
龍
を
放
て
海
に

入
る
ゝ
に
異
な
ら
ん
や
。
・
・
：
ｙ
紺
王
こ
れ
に
従
ひ
、
次
の
日
詔
を
降

　
　
し
て
、
西
伯
を
麦
里
城
に
囚
し
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
之
口

大
筋
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
①
群
臣
は
、
姫
昌
を
許
し
て
国
に
帰
す
旨
を
進
言
す
る
。

　
②
佞
臣
は
、
姫
昌
を
帰
す
こ
と
を
危
険
視
す
る
。

　
③
姫
昌
を
故
郷
に
帰
す
こ
と
を
「
放
虎
賠
山
」
と
比
喩
す
る
。

　
④
姫
昌
は
麦
里
に
監
禁
さ
れ
、
自
由
に
な
れ
な
い
。

『
侠
客
伝
』
の
姑
摩
姫
を
監
視
す
る
ま
で
の
筋
と
共
通
し
、
加
え
て
、
姑
摩
姫

を
自
由
に
す
る
比
喩
「
虎
を
放
ち
て
山
へ
還
す
」
と
い
う
表
現
も
、
『
封
神
演

義
』
の
「
放
虎
蹄
山
」
（
虎
を
山
へ
帰
す
と
同
じ
こ
と
）
と
一
致
す
る
。

だ
が
、
「
虎
を
放
ち
て
山
へ
還
す
」
は
類
型
表
現
で
あ
っ
て
、
珍
し
く
は
な

い
、
と
批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
例
え
ば
通
俗
軍
談
『
通
俗
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七

有
亜
相
比
干
具
奏
。
収
二
臣
之
戸
。
放
姫
昌
蹄
國
。
天
子
准
奏
。
比
干
領

驚
慌
。
都
城
擾
攘
。

古
出
朝
。
傍
有
費
仲
諌
曰
。

姫
昌
外
若
忠
誠
。
内
懐
奸
詐
。
以
利
口
而
惑

衆
臣
。
面
是
心
非
。
終
非
良
善
。
恐
放
姫
昌
蹄
國
。
反
構
東
魯
姜
文
煥
。

南
都
部
順
興
兵
。
擾
乱
天
下
。
軍
有
持
戈
之
苦
。
将
有
披
甲
之
歎
。
百
姓

誠
所
謂
縦
龍
入
海
。
放
虎
蹄
山
。
必
生
後
悔
。
…
…

王
曰
。
昌
敷
果
慮
。
赦
其
死
罪
。
不
赦
蹄
國
。
暫
居
麦
里
。
待
後
國
事
安

寧
。
方
許
諾
國
。

　
　
　
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
（
二
）

（
第
十
一
回
）

②

ソ
宍

ウ

ヒ

チ

ウ
ソ
ウ

①

シ倍

も

ク

リ

侈

姫ざ

肘

善

伏]j

義心
の

糾

を

理葺

て

能

卦

部

の
事

を

知

れ
り

縦

や
彼

が
国

③

①

②

①

イ
ウ

リ

ト
ラ

ヘ

(dy

債

{五

倍

ｴで

鑓



馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
（
二
）

国
志
づ
（
湖
南
文
山
著
二
九
禄
二
「
一
六
八
九
」
年
序
）
に
も
類
似
し
た
表
現

が
存
す
る
。
巻
之
九
「
青
梅
煮
ぃ
酒
論
二
英
雄
こ
、
劉
備
は
袁
術
討
伐
を
口
実

に
曹
操
の
元
か
ら
離
れ
る
が
、
そ
の
際
、
曹
操
の
臣
下
程
呈
は
劉
備
を
放
っ
た

こ
と
を
、
「
龍
を
大
海
に
放
ち
、
虎
を
深
山
に
帰
し
む
る
」
と
表
現
す
る
。

　
言
い
回
し
だ
け
見
れ
ば
、
『
侠
客
伝
』
と
『
通
俗
三
国
志
』
と
は
共
通
す
る

よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
『
通
俗
三
国
志
』
で
は
、
劉
備
は
曹
操
の
監
視
か
ら
離

れ
る
こ
と
に
成
功
し
、
「
虎
」
に
な
っ
た
。
逆
に
姑
摩
姫
と
姫
昌
は
「
虎
」
の

言
い
回
し
に
よ
っ
て
危
険
視
さ
れ
、
「
虎
」
に
な
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
表
現
で

あ
っ
て
も
、
展
開
や
境
遇
の
違
い
で
様
相
は
変
わ
る
。
重
要
な
の
は
、
監
視
下

に
置
か
れ
る
と
い
う
不
遇
で
あ
る
。
典
拠
の
一
つ
「
盛
姫
之
伝
」
の
盛
姫
も
、

　
　
殿
下
に
対
し
害
心
な
し
と
い
へ
ど
も
、
京
近
き
所
に
住
居
せ
ん
は
恐
あ
り
・
。

　
　
本
国
に
立
帰
り
、
尼
法
師
と
も
成
て
、
養
実
父
母
の
菩
提
を
も
吊
わ
ん
。

　
　
と
云
て
、
美
濃
国
土
岐
郡
蓮
花
寺
村
に
住
居
せ
し
（
二
Ｉ
オ
ー
ニ
Ｉ
ウ
）

と
、
秀
吉
の
い
る
都
近
く
に
住
む
こ
と
を
憚
り
、
自
分
で
住
む
場
所
を
決
め
て

い
る
。
秀
吉
か
ら
す
れ
ば
、
盛
姫
の
監
視
を
解
く
に
等
し
い
。
住
む
場
所
を
決

め
ら
れ
、
「
悄
々
地
」

に
「
動
静
を
硯
」
わ
れ
る
姑
摩
姫
と
異
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
権
力
者
の
怒
り
を
買
う
こ
と
、
赦
免
さ
れ
る
こ
と
、
佞
臣
が
監

視
を
勧
め
る
展
開
、
「
虎
」
の
言
い
回
し
、
こ
れ
ら
と
全
て
一
致
す
る
殷
周
説

話
を
、
『
侠
客
伝
』
の
典
拠
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
麻
生
論
文
は
監
視
さ
れ
る
姑
摩
姫
に
つ
い
て
、
「
叔
父
正
直
の
看
視
の
下
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

表
面
無
難
な
日
を
送
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
女
の
存
在
は
足
利
家
に
取
っ

て
、
常
に
大
き
な
脅
威
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
こ
の
指
摘
に
稿
者
が
Ｉ
言
付

け
加
え
る
な
ら
ば
、
姑
摩
姫
が
足
利
氏
に
と
っ
て
「
大
き
な
脅
威
」
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
「
姫
昌
乃
仁
徳
君
子
」
（
『
封
神
演
義
』
第
十
一
回
）
と
示
さ
れ
る
姫

昌
も
、
「
仁
徳
」
を
以
て
民
の
尊
敬
を
集
め
、
紺
王
や
佞
臣
に
と
っ
て
大
き
な

脅
威
で
あ
っ
た
。
崇
侯
虎
と
費
仲
が
、
「
彼
が
国
大
に
し
て
、
丘
（
強
を
や
」
と

庸
言
す
る
こ
と
か
ら
も
、
姫
昌
を
危
険
視
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
権
力
悪
に
と

っ
て
脅
威
で
あ
る
た
め
に
、
姑
摩
姫
も
姫
昌
も
監
視
さ
れ
る
不
遇
に
あ
う
。

　
馬
琴
は
、
殷
周
説
話
に
お
け
る
姫
昌
の
不
遇
を
姑
摩
姫
に
重
ね
合
わ
せ
た
。

そ
し
て
そ
の
不
遇
は
、
「
仁
徳
」
を
大
義
と
し
て
権
力
悪
に
立
ち
向
か
う
、
南

朝
遺
臣
姑
摩
姫
を
描
出
す
る
た
め
の
処
置
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
『
侠
客
伝
』
に
お
け
る
「
真
面
目
」
と

　
　
　
　
　
　
　
『
封
神
演
義
』
『
通
俗
武
王
軍
談
』

　
如
上
、
前
稿
を
含
め
、
南
朝
遺
臣
を
描
い
た
五
つ
の
場
面
を
検
証
し
た
こ
と

で
、
『
侠
客
伝
』
の
世
界
や
構
想
、
登
場
人
物
の
造
型
に
『
封
神
演
義
』
『
通
俗

武
王
軍
談
』
の
殷
周
説
話
が
関
わ
る
こ
と
が
分
明
に
な
っ
た
。

　
で
は
、
馬
琴
が
こ
れ
ら
殷
周
説
話
を
、
『
侠
客
伝
』
に
用
い
た
意
図
は
何
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
侠
客
伝
』
の
執
筆
・
刊
行
よ
り
遅
れ
る
が
、
馬
琴
は

天
保
一
一
年
八
月
二
Ｉ
日
付
殿
村
篠
斎
宛
書
雛
（
路
女
代
筆
）
に
、



　
　
『
封
神
演
義
』
（
如
御
評
之
、
大
舞
台
に
候
へ
ど
も
、
元
来
よ
り
所
有
、

　
　
『
平
妖
伝
』
（
小
芝
居
二
候
得
ど
も
、
よ
り
所
な
く
、
作
者
之
意
衷
よ
り

　
　
う
み
出
し
候
趣
向
二
候
ヘ
バ
、
『
封
神
演
義
』
よ
り
は
た
ら
き
候
様
二
覚

　
　
候
。
『
封
神
演
義
』
（
先
年
か
い
取
、
暫
所
蔵
致
候
得
ど
も
、
久
敷
事
故
、

　
　
具
に
覚
不
申
候
へ
ど
も
、
「
玉
藻
前
」
「
三
国
白
狐
伝
」
之
本
家
二
て
、
是

　
　
も
大
筆
二
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
候
。

と
記
し
て
い
る
。
馬
琴
は
、
中
国
白
話
小
説
の
『
西
遊
記
』
や
『
平
妖
伝
』
に

及
ば
な
い
ま
で
も
、
『
封
神
演
義
』
を
「
大
筆
二
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
」
と
評

す
。
こ
の
評
価
が
自
作
に
利
用
し
た
経
験
か
ら
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
『
侠
客
伝
』

に
用
い
た
箇
所
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
馬
琴
が
『
封
神
演
義
』
の
ど
の
要

素
を
評
価
し
た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
ず
第
一
に
、
人
物
造
型
で
あ
る
。
『
侠
客
伝
』
冒
頭
に
登
場
す
る
著
演
の

様
相
に
は
、
貧
し
い
人
に
施
し
を
与
え
、
戦
死
者
の
燭
談
を
集
め
て
供
養
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ツ
　
　
カ
ミ
ン
　
　
メ
グ
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ

形
象
が
見
え
、
そ
れ
が
『
通
俗
武
王
軍
談
』
の
「
厚
く
下
民
を
惶
」
み
、
「
西

（
ク
コ
コ
ツ
　
　
（
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ト
ク
ア
マ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
（

伯
枯
骨
を
葬
り
し
よ
り
、
仁
徳
普
く
四
方
に
馳
す
」
と
い
う
姫
昌
の
行
動
に

由
来
す
る
。
姫
昌
は
、
「
仁
徳
」
を
以
て
民
の
尊
敬
を
集
め
た
。
殷
周
革
命
の

際
に
は
、
息
子
の
姫
発
が
跡
を
継
い
で
紺
王
を
討
つ
が
、
姫
昌
達
の
「
仁
徳
」

は
、
『
封
神
演
義
』
第
九
十
五
回
に
「
周
主
仁
徳
著
於
海
内
」
（
周
の
主
君
は
仁

義
の
お
方
と
し
て
、
天
下
に
知
ら
れ
て
い
る
）
と
あ
る
よ
う
に
、
周
王
朝
に
と

っ
て
の
大
義
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
著
演
に
重
ね
る
こ
と
で
、
そ
の

　
　
　
　
　
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
つ
Ｉ
）

「
仁
」
性
を
著
演
に
賦
与
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
信
夫
の
「
烈
女
」
と
し
て

の
性
格
も
同
様
で
あ
る
。
信
夫
は
淫
ら
な
権
力
者
に
よ
っ
て
暴
行
さ
れ
る
直
前
、

自
ら
節
を
守
っ
て
投
身
す
る
「
烈
女
」
で
あ
る
。
そ
の
性
格
は
、
『
封
神
演
義
』

の
「
烈
婦
」
買
氏
の
、
楼
か
ら
飛
び
降
り
る
行
動
に
依
拠
す
る
こ
と
で
受
け
継

ぐ
。
こ
れ
ら
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
馬
琴
は
典
拠
と
な
っ
た
人
物
の
行
為
を
踏

襲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
侠
客
伝
』
の
登
場
人
物
の
性
格
を
描
出
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
信
夫
や
姑
摩
姫
に
見
ら
れ
る
、
善
玉
の
不
遇
や
苦
難
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
も
前
稿
に
述
べ
た
が
、
信
夫
が
高
楼
に
監
禁
さ
れ
る
大
筋
は
『
好
這

伝
』
に
拠
る
が
、
無
理
矢
理
犯
さ
れ
そ
う
に
な
り
投
身
す
る
様
相
は
『
封
神
演

義
』
に
依
拠
す
る
。
『
好
述
伝
』
の
監
禁
譚
に
加
え
『
封
神
演
義
』
の
投
身
譚

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
権
力
悪
か
ら
与
え
ら
れ
る
苦
難
が
よ
り
強
み
を
帯
び

る
。
姑
摩
姫
の
監
視
も
、
日
々
「
千
里
鏡
」
で
硯
か
れ
る
生
活
を
送
る
点
で
、

姑
摩
姫
に
と
っ
て
苦
難
で
あ
る
。
そ
の
監
視
に
付
随
し
て
、
畠
山
持
永
の
よ

う
な
権
力
悪
に
春
恋
さ
れ
、
結
婚
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
徳
田
武
は

「
史
上
不
遇
な
人
物
に
寄
せ
る
同
情
」
の
意
で
あ
る
「
判
官
聶
厦
」
の
語
を
使

い
、
「
不
遇
の
英
雄
の
面
影
を
投
影
さ
せ
、
読
者
の
為
朝
に
寄
せ
る
同
情
を
煽

ろ
う
」
と
す
る
馬
琴
の
史
伝
物
読
本
の
方
法
を
『
椿
説
弓
張
月
』
（
文
化
四

「
一
八
〇
七
」
－
八
年
刊
）
に
即
し
て
述
字
ま
た
水
野
稔
は
、
『
侠
客
伝
』
の

作
風
と
し
て
、
「
特
に
『
女
仙
外
史
』
の
名
分
論
的
発
想
や
忠
臣
の
受
難
は
こ

の
作
品
の
基
幹
と
な
っ
て
い
る
」
と
記
ぬ
。
こ
の
「
判
官
聶
肩
」
の
同
情
を
寄

四
九



馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
（
二
）

五
〇

せ
る
た
め
の
不
遇
や
、
『
侠
客
伝
』
の
基
幹
と
な
る
「
忠
臣
の
受
難
」
に
、
馬
　
　
峡
心
（
天
保
七
年
成
立
）
の
答
評
に
、
次
の
よ
う
に
書
く
。

琴
は
殷
周
説
話
の
人
物
像
や
様
相
を
利
用
す
る
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て
、
善
玉

の
苦
難
や
不
遇
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
必
然
的
に
、
悪
を
描
く
こ
と
に
な
る
。

後
年
に
な
る
が
、
馬
琴
は
、
『
八
犬
伝
』
第
九
輯
巻
之
三
十
一
　
（
天
保
一
一
年

刊
）
に
、
「
唐
山
の
故
事
を
思
ふ
に
、
殷
打
が
撹
暴
な
る
、
西
伯
〔
周
の
文

王
〕
麦
里
の
囚
れ
」
（
第
百
五
十
一
回
）
と
、
姑
摩
姫
譚
の
基
と
な
っ
た
「
友

里
の
囚
れ
」
を
、
紺
王
の
「
撹
暴
」
と
記
す
。
つ
ま
り
、
姫
昌
の
「
故
事
」

を
『
侠
客
伝
』
に
用
い
る
こ
と
で
、
善
玉
の
不
遇
だ
け
で
な
く
、
権
力
悪
の

「
接
暴
」
を
北
朝
方
に
賦
与
し
た
と
い
え
る
。

　
第
三
に
、
構
想
の
伏
線
を
内
包
す
る
趣
向
の
妙
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

馬
琴
は
史
書
『
鎌
倉
大
草
紙
』
の
、
「
（
貞
方
を
ー
稿
者
補
）
鎌
倉
の
侍
　
所

千
葉
介
兼
胤
が
生
捕
に
し
て
、
七
里
浜
に
て
討
之
」
と
あ
る
歴
史
の
史
実
を

踏
ま
え
て
、
貞
方
主
従
を
千
葉
介
兼
胤
と
妙
算
の
奸
計
に
嵌
め
て
死
刑
に
ま
で

陥
ら
せ
る
が
、
『
封
神
演
義
』
の
趣
向
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
二
人
の
命
を

救
う
虚
構
に
改
め
る
。
史
伝
物
読
本
『
侠
客
伝
』
に
お
い
て
、
読
本
の
常
套
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
歴
史
の
是
正
と
し
て
、
史
実
に
登
場
す
る
貞
方
の
処
刑
回
避
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
是
正
の
趣
向
に
『
封
神
演
義
』
を
用
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
馬
琴
が
そ
の
趣
向
を
評
価
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
右
に
あ
げ
た
三
つ
の
要
素
と
関
わ
る
の
が
、
馬
琴
の
「
真
面
目
」

で
あ
る
。
「
真
面
目
」
に
つ
い
て
は
、
馬
琴
が
『
八
犬
伝
畳
翠
君
評
　
九
輯
中

拙
作
の
真
面
目
は
、
趣
向
の
新
奇
な
る
と
文
の
工
緻
な
る
に
は
あ
ら
ず
。

或
は
悪
を
岸
み
善
を
彰
し
、
忠
臣
貞
女
孝
子
順
孫
の
事
、
或
は
古
昔
良
善

の
君
子
の
薄

な
り
し

陥
を
補
ひ
、
或
は

雄
の
高

な
り
し
を

の
一
端
と
し
ぬ
る
の
み
…
…
同
じ
作
り
物
語
に
は
侍
れ
ど
も
、
侠
客
伝
な

　
　
ど
は
始
よ
り
作
者
の
真
面
目
多
か
り
。
そ
は
春
秋
心
誄
の
意
に
倣
ふ
事
。

　
　
少
か
ら
ね
ば
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
三
ウ
ー
四
四
オ
）

「
忠
臣
」
「
貞
女
」
や
「
古
昔
良
善
の
君
子
」
が
「
薄
命
」
で
あ
る
史
実
の
「
訣

陥
」
を
補
い
、
「
暴
虐
奸
雄
」
が
「
高
運
」
で
あ
る
不
平
を
快
く
し
て
「
勧
懲
」

の
一
端
と
す
る
筆
致
が
「
真
面
目
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
馬
琴
は
、
「
真
面
目
」

を
『
侠
客
伝
』
に
多
く
描
く
と
述
べ
る
。
こ
の
「
真
面
目
」
を
、
拙
稿
で
と
り

あ
げ
た
殷
周
説
話
と
関
連
す
る
場
面
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
貞
方
が
処
刑
寸

前
に
「
洪
波
」
に
の
ま
れ
る
の
も
、
信
夫
を
仙
丹
で
蘇
ら
せ
る
の
も
、
「
忠
臣
」

「
貞
女
」
の
「
薄
命
な
り
し
訣
陥
」
を
補
う
趣
向
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
か
。

実
際
、
『
侠
客
伝
』
第
十
七
回
に
、
信
夫
の
投
身
を
聞
い
た
小
六
が
、
「
已
な
ん

く
他
（
信
夫
－
稿
者
補
）
が
薄
命
」
と
嘆
く
場
面
が
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、

「
貞
女
」
の
「
薄
命
」
を
是
正
し
た
、
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
拙
稿
で
指
摘
し
た
、
『
侠
客
伝
』
と
関
わ
る
殷
周
説
話
の
場
面
は
、
『
封
神
演

義
』
で
い
え
ば
、
第
九
・
十
一
・
十
八
・
二
士
二
・
三
十
・
三
十
二
回
で
あ
り
、

孔
聖
春

秋
心
誄

の筆
意

に
敷
ふ

て
人
心

の
不
平

を
快

く
し
て

以
て

勧
懲



全
百
回
の
『
封
神
演
義
』
に
お
け
る
前
半
－
紺
王
や
姐
己
の
暴
虐
、
姫
昌
を

は
じ
め
と
す
る
善
玉
の
不
遇
と
い
っ
た
、
周
王
朝
が
殷
王
朝
を
伐
つ
に
至
る
ま

で
の
経
緯
を
描
く
部
分
－
と
い
え
る
。
馬
琴
の
言
を
借
り
る
と
、
「
忠
臣
」

「
貞
女
」
「
孝
子
」
「
順
孫
」
「
古
昔
良
善
の
君
子
」
の
「
薄
命
」
、
「
暴
虐
奸
雄
」

の
「
高
運
」
を
描
い
た
部
分
で
あ
り
、
馬
琴
が
「
真
面
目
」
を
著
す
た
め
の
重

要
な
形
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
侠
客
伝
』
に
お
け
る
「
忠
臣
」

「
貞
女
」
「
孝
子
」
「
順
孫
」
は
、
著
演
・
貞
方
・
信
夫
・
小
六
・
姑
摩
姫
で
あ

る
。
ま
た
、
「
暴
虐
奸
雄
」
の
輩
を
「
春
秋
心
誄
の
筆
意
に
敷
」
い
「
人
心
の

不
平
を
快
く
」
す
る
に
は
「
暴
虐
」
な
人
物
を
描
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
も

紺
王
や
佞
臣
に
由
来
す
る
北
朝
の
権
力
悪
の
様
相
に
表
れ
て
お
り
、
馬
琴
が
主

張
す
る
「
真
面
目
」
に
、
殷
周
説
話
の
様
相
が
深
く
関
わ
る
。

　
馬
琴
は
作
品
に
お
い
て
人
物
を
造
型
す
る
際
、
拠
り
所
と
な
る
人
物
の
選
択

に
苦
心
し
た
。
『
侠
客
伝
』
第
三
・
四
集
執
筆
と
同
じ
天
保
四
年
に
、
建
部
綾

足
著
『
本
朝
水
滸
伝
』
（
明
和
一
〇
「
一
七
七
ご
二
年
刊
」
を
批
評
し
た
、
『
本

朝
水
滸
伝
を
読
む
井
批
評
づ
を
著
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

押
勝
を
又
宋
江
に
擬
し
た
る
は
宜
し
か
ら
ず
。
そ
を
い
か
に
ぞ
と
な
ら
ば
、

水
滸
伝
の
宋
江
は
、
後
に
忠
臣
に
な
る
を
も
て
、
看
官
お
の
く
た
の
も

し
く
思
は
ぬ
も
な
く
、
自
づ
か
ら
に
聶
厦
の
つ
く
は
、
理
り
し
か
る
べ
き

所
あ
り
。
又
押
勝
は
国
史
に
櫨
る
に
、
秦
の
始
皇
の
母
太
后
の
男
妾
膠
毒
、

唐
の
武
后
の
男
妾
張
昌
宗
等
の
亜
流
に
て
、
佞
倖
の
小
人
な
れ
ば
、
そ
の

　
　
　
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
つ
Ｉ
）

罪
道
鏡
と
百
歩
五
十
歩
の
間
に
あ
り
・
。
そ
を
忠
臣
に
作
り
か
へ
て
、

　
　
に
擬
し
た
り
と
も
、
看
官
の
聶
厦
は
つ
き
が
た
き
役
者
也
。
（
一
四
ウ
）

と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
で
馬
琴
は
作
品
内
の
人
物
造
型
に
お
い
て
、
善
悪
を
対

応
さ
せ
な
い
と
「
看
官
の
聶
肩
」
が
つ
き
に
く

　
さ
ら
に
同
年
執
筆
の
『
三
遂
平
妖
伝
国
字
評

い
と
批
判
す
る
。

了
咤

宋
の
妖
賊
王
則
、
明
の
妖
婦
唐
鹿
児
の
事
の
迫
は
ノ
瓦
の
羅
貫
中
清
の
逸

田
叟
、
こ
れ
を
稗
史
に
編
次
し
て
、
後
世
に
伝
へ
た
り
、
お
も
ふ
に
逸
氏

の
女
仙
外
史
は
、
永
楽
天
子
の
不
義
を
憎
み
て
、
妖
を
も
て
仙
と
し
て
建

文
帝
の
為
に
作
れ
り
、
そ
の
意
匠
春
秋
心
誄
の
文
法
に
本
づ
き
て
、
順
逆

の
理
を
あ
き
ら
か
に
し
、
不
義
を
討
て
訣
陥
の
恨
を
雪
ん
と
す
る
に
あ
り
、

し
か
れ
ど
も
餐
児
は
明
の
妖
賊
也
、
縦
勧
懲
の
筆
に
あ
や
つ
り
て
、
こ
を

　
　
き
は
快
ら
ぬ
所
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
三
ウ
ー
四
四
オ
）

と
記
す
。
従
来
、
『
侠
客
伝
』
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
女
仙
外
史
』
を

「
順
逆
の
理
を
あ
き
ら
か
に
し
」
だ
物
語
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
「
実
録
」
に
照

ら
し
合
わ
せ
た
と
き
、
主
人
公
の
唐
貴
児
は
「
妖
婦
」
「
妖
賊
」
で
あ
る
の
で
、

「
建
文
の
忠
臣
に
作
り
更
」
る
の
は
「
快
ら
ぬ
所
」
が
あ
る
と
評
す
。

　
善
悪
に
対
応
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
姫
昌
や
姫
発
は
『
史
記
』

な
ど
の
史
書
に
お
い
て
も
、
暴
虐
な
紺
王
を
伐
っ
た
聖
人
君
子
と
し
て
記
さ
れ

る
。
「
仁
」
を
大
義
と
し
た
周
王
朝
に
属
し
た
人
物
達
は
、
そ
の
性
質
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一

建
文

の
忠
臣

に
作

り更

た
り
と

と

いへ

ど
も

是

を
実
録

と
照

し
見

る
と



　
　
　
　
　
馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
つ
Ｉ
）

て
、
南
朝
遺
臣
の
造
型
に
利
用
し
や
す
い
面
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
馬
琴
が
『
封
神
演
義
』
を
「
大
筆
二
あ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
」
と

し
た
理
由
は
、
「
真
面
目
」
に
関
わ
る
人
物
造
型
や
「
孔
聖
春
秋
心
誄
の
筆
意

に
敗
」
い
「
人
心
の
不
平
を
快
く
」
す
る
世
界
を
『
侠
客
伝
』
に
描
出
す
る
際

に
、
参
考
に
な
り
得
た
た
め
で
あ
っ
た
。
殷
周
説
話
は
「
真
面
目
」
を
多
く
描

く
『
侠
客
伝
』
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
粉
本
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め

　
以
上
の
検
証
に
よ
っ
て
、
馬
琴
が
「
得
意
の
作
」
と
し
た
『
侠
客
伝
』
の
世

界
や
構
想
、
人
物
造
型
、
そ
し
て
「
真
面
目
」
に
関
し
て
、
『
封
神
演
義
』
『
通

俗
武
王
軍
談
』
か
ら
の
影
響
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
来
、
等
閑
視

さ
れ
て
き
た
殷
周
説
話
の
『
侠
客
伝
』
へ
の
影
響
は
多
く
、
か
つ
深
い
。

　
馬
琴
は
、
彼
の
求
め
た
「
真
面
目
」
に
即
す
『
封
神
演
義
』
『
通
俗
武
王
軍

談
』
の
世
界
を
『
侠
客
伝
』
に
重
ね
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
南
朝
遺
臣
の

「
仁
徳
」
や
不
遇
を
描
出
し
、
そ
の
不
遇
に
抗
う
「
身
を
殺
し
て
仁
を
成
」
す

「
侠
客
」
達
が
活
躍
す
る
『
侠
客
伝
』
を
形
成
し
た
の
で
は
な
い
か
。

注①②

新
日
本
古
典
文
学
大
系
8
7
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
（
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

麻
生
磯
次
「
馬
琴
の
読
本
に
及
せ
る
中
国
文
学
の
影
響
」
（
『
江
戸
文
学
と
中
国
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

　
学
』
、
三
省
堂
、
▽
几
四
六
年
五
月
）
が
『
女
仙
外
史
』
の
影
響
を
指
摘
。
徳
田
武

　
「
馬
琴
の
稗
史
七
法
則
と
毛
声
山
の
「
読
三
国
志
法
ヒ
（
『
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小

　
説
』
、
青
裳
堂
書
店
、
▽
几
八
七
年
五
月
）
が
『
三
国
演
義
』
と
『
読
史
余
論
』
か

　
ら
の
影
響
を
述
べ
、
大
高
洋
司
「
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
の
骨
格
」
（
注
①
所
収
）
も
、

　
『
読
史
余
論
』
と
の
関
係
を
重
視
す
る
。

③
　
馬
琴
が
通
俗
本
『
通
俗
大
明
女
仙
伝
』
で
は
な
く
『
女
仙
外
史
』
の
原
典
を
閲
し

　
て
い
た
こ
と
は
、
沃
田
啓
介
「
「
勧
善
懲
悪
」
補
紙
」
（
『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式

　
に
関
す
る
私
見
』
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
▽
几
九
三
年
一
二
月
）
が
確
定
す
る
。

　
し
か
し
、
内
容
自
体
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
理
解
の
し
や
す
さ
を
勘
案
し
、
『
通
俗

　
大
明
女
仙
伝
』
を
引
用
す
る
。
『
通
俗
大
明
女
仙
伝
』
は
、
中
村
幸
彦
編
『
通
俗
大

　
明
女
仙
伝
』
（
汲
古
書
院
、
▽
几
八
五
年
一
月
）
に
拠
る
。
適
宜
、
旧
字
体
を
新
字

　
体
に
、
濁
点
・
句
読
点
な
ど
を
改
め
た
。
資
料
引
用
の
際
に
施
し
た
処
置
は
、
他
の

　
資
料
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

①
　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
清
版
『
新
刻
鍾
伯
敬
先
生
批
評
封
神
演
義
』
に
拠
る
。

⑤
　
沃
田
啓
介
改
題
『
馬
琴
評
答
集
』
（
八
木
書
店
、
▽
几
七
三
年
三
月
）
に
拠
る
。

⑥
　
徳
田
武
編
『
新
鎬
陳
眉
公
先
生
批
評
春
秋
列
国
志
伝
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
▽
几
八

　
三
年
九
月
）
に
拠
る
。

⑦
　
『
侠
客
伝
京
師
淀
新
評
』
に
、
「
姑
摩
姫
の
行
状
、
光
秀
の
女
に
似
て
換
骨
也
、
と

　
あ
る
評
も
、
知
音
の
評
に
い
は
れ
ず
し
て
、
こ
の
人
狽
よ
く
見
た
り
」
と
あ
り
、
淀

　
屋
新
太
郎
が
「
盛
姫
之
伝
」
と
『
侠
客
伝
』
と
の
関
連
に
言
及
す
る
。
『
侠
客
伝
京

　
師
淀
新
評
』
は
、
柴
田
光
彦
編
集
『
馬
琴
評
答
集
』
第
五
巻
（
早
稲
田
大
学
蔵
資
料

　
影
印
叢
書
刊
行
委
員
会
、
▽
几
九
一
年
九
月
）
に
拠
る
。

⑧
　
徳
田
武
編
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
全
六
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
▽
几
八
四
年

　
一
月
）
に
拠
る
。

⑤
　
柴
田
光
彦
・
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
（
八
木
書
店
）
に
拠
る
。

⑩
　
徳
田
武
「
読
本
論
」
（
中
村
幸
彦
・
水
野
稔
編
『
秋
成
・
馬
琴
』
、
角
川
書
店
、
一



　
九
七
七
年
二
月
）
。

⑥
　
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、

　
▽
几
八
三
年
一
〇
月
）
、
「
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
」
の
項
に
拠
る
。

⑩
　
柴
田
光
彦
編
集
『
馬
琴
評
答
集
』
第
三
巻
（
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
刊
行

　
委
員
会
、
▽
几
九
〇
年
三
月
）
に
拠
る
。

⑩
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
了
曲
亭
馬
琴
撰
『
本
朝

　
水
滸
伝
を
読
む
井
批
評
』
（
天
保
四
年
成
立
、
饗
庭
篁
村
蔵
本
を
坪
内
逍
遥
が
写
し

　
た
も
の
を
さ
ら
に
春
城
学
人
が
写
し
た
も
の
）
に
拠
る
。

⑩
　
注
⑤
に
同
じ
。

〔
付
記
〕
　
静
嘉
堂
文
庫
に
は
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝

　
　
　
致
し
ま
す
。

馬
琴
読
本
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
論
（
二
）

五
三




